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元
亀
元(

一
五
七
〇)

年
か

ら
十
年
来
の
石
山
合
戦
が
正
親

町
天
皇
勅
諭
に
よ
っ
て
織
田
信

長
と
本
願
寺
法
主
顕
如
と
の
和

睦
が
天
正
八(

一
五
八
〇)

年

三
月
に
成
立
し
、
四
月
に
顕
如

は
大
坂
石
山
本
願
寺
か
ら
紀
州

鷺
森(

和
歌
山
市)

へ
雑
賀
衆

の
船
で
出
迎
え
ら
れ
て
移
る
。

こ
の
時
に
和
睦
に
反
対
し
た
教

如
の
行
動
に
よ
っ
て
本
願
寺
と

寺
内
町
が
全
焼
す
る
。
そ
し
て

そ
の
跡
地
に
天
正
十
一
年
八
月

か
ら
秀
吉
が
大
坂
城
の
築
城
を

開
始
す
る
。
そ
の
前
の
七
月
四

日
に
秀
吉
は
顕
如
を
鷺
森
か
ら

貝
塚(

貝
塚
市)

へ
移
住
さ
せ
、

貝
塚
御
坊
と
す
る
。

　
信
長
は
本
願
寺
に
よ
る
包
囲

の
圧
力
が
無
く
な
り
中
国
攻
め

を
加
速
さ
せ
、
三
木
城
の
別
所

氏
、
鳥
取
城
を
「
干
殺
し
、
飢

え
殺
し｣

で
陥
落
さ
せ
、
備
中

高
松
城
を｢

水
攻
め｣

で
清
水

宗
治
を
切
腹
さ
せ
る
。

　
天
正
十(

一
五
八
二)

年
六

月
二
日
の
本
能
寺
の
変
で
、
信

長
か
ら
秀
吉
へ
と
“
天
下
”
が

動
く
。
“
大
返
し
”
で
十
日
後

に
山
崎
合
戦
で
明
智
光
秀
、
賎

ヶ
岳
合
戦(

一
五
八
三)

で
柴

田
勝
家
を
敵
対
者
と
し
て
撃
破

し
、
小
牧
・
長
久
手
合
戦(

一

五
八
四)

で
織
田
信
雄
、
徳
川

家
康
の
連
合
勢
と
戦
い
、
持
久

戦
の
末
に
和
睦
し
て
秀
吉
が
豊

臣
氏
を
名
乗
っ
て
“
天
下
人
”

と
な
る
。

　
本
能
寺
の
変
が
起
こ
ら
な
け

れ
ば
六
月
三
日
に
は
三
好
康
長

の
養
子
と
な
っ
て
い
た
織
田
信

孝
を
大
将
、
丹
羽
長
秀
を
参
謀

と
し
た
四
国
平
定
軍
が
岸
和
田

か
ら
渡
海
し
て
長
宗
我
部
勢
を

攻
伐
し
て
、
阿
波
国
主
に
三
好

康
長
、
讃
岐
国
主
に
三
好(

織

田)

信
孝
が
配
置
さ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
る
。
そ
れ

が
破
綻
し
て
先
兵
と
し
て
織
田

勢
を
率
い
て
阿
波
に
帰
国
し
て

失
地
回
復
し
て
い
た
三
好
康
長

が
即
刻
に
畿
内
・
高
屋
城
に
退

陣
す
る
。

　
本
能
寺
の
変
に
快
哉
の
声
を

上
げ
た
長
宗
我
部
元
親
が
土
佐

勢
の
総
力
を
結
集
し
て
天
正
一

〇
年
八
月
二
八
日
～
九
月
二
十

一
日
の
中
富
川
合
戦
で
三
好(

十

河)

存
保
勢
を
讃
岐
虎
丸
城(

東

か
が
わ
市)

へ
駆
逐
し
、
そ
れ

以
後
の
天
正
十
三(

一
五
八
五)

年
四
月
ま
で
の｢

四
国
制
覇｣

を
達
成
す
る
。

　
最
近
の
新
資
料
に
よ
る
研
究

に
よ
っ
て
本
能
寺
の
変
の
原
因

が
信
長
が
元
親
に
与
え
て
い
た

｢

四
国
は
切
り
取
り
次
第｣

と
の

朱
印
、
そ
れ
が
明
智
光
秀
を
元

親
へ
の
取
次
ぎ
と
す
る
路
線
か

ら
〝
天
下
〟
の
状
況
変
化
で
秀

吉
を
取
り
次
ぎ
と
し
て
秀
吉
ー

三
好
康
長
へ
の
路
線
変
更
に
よ

っ
て｢

四
国
国
分
け｣

が
実
行

さ
れ
、
三
男
の
信
孝
を
“
三
好

の
名
”
で
讃
岐
国
主
に
配
置
す

る
こ
と
を
考
え
た
、
と
さ
れ
る
。

　
本
能
寺
の
変
に
よ
っ
て
信
長

か
ら
秀
吉
へ
の
“
天
下
人
”
の

移
行
に
よ
り
、
三
好
康
長
と
叔

父
・
甥
の
関
係
で
あ
っ
た
横
田

村
詮
の
運
命
が
大
き
く
変
わ
る
。

三
好
康
長
を
仲
介
と
し
て
中
村

一
氏
と
横
田
村
詮
が
出
会
っ
て

波
乱
万
丈
の
人
生
を
生
き
る
。

そ
の
舞
台
が
和
泉
岸
和
田
で
あ

っ
た
。
信
長
・
秀
吉
の
紀
州
平

定
が
進
め
ら
れ
る
過
程
で
、
根

来
衆
・
雑
賀
衆
を
抑
え
る
前
線

基
地
が
岸
和
田
で
、
そ
こ
に
配

置
さ
れ
た
の
が
中
村
一
氏
で
あ

っ
た
。

　
紀
伊
国
に
は
熊
野
権
現
社
・

高
野
山
金
剛
峯
寺
・
根
来
寺
・

粉
河
寺
の
社
寺
が
戦
国
期
に
も

勢
力
を
持
ち
、
そ
れ
に
一
向
衆

の｢

雑
賀
惣
国｣

が
存
在
し
、

畠
山
氏
の
守
護
支
配
を
弱
体
な

も
の
と
し
て
い
た
。
大
和
で
は

古
都
平
城
の
興
福
寺
が
守
護
に

代
わ
る
存
在
と
し
て
の
支
配
権

を
持
っ
た
よ
う
に
、
紀
伊
で
も

そ
れ
ら
の
寺
社
勢
力
が
独
自
の

支
配
権
を
形
成
し
て
い
た
。
三

好
氏
の
時
代
に
は
そ
れ
ら
の
勢

力
と
の
厳
し
い
対
立
は
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
永
禄
五(

一

五
六
二)

年
三
月
五
日
の
久
米

田
合
戦
で
畠
山
勢
に
加
わ
っ
た

根
来
衆
の
鉄
砲
で
三
好
実
休
が

討
死
に
し
た
よ
う
に
、
岸
和
田

が
対
立
の
前
線
と
な
っ
て
い
た
。

信
長
の
「
天
下
布
武
」
の
旗
幟

の
下
で
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
焼

討
ち
、
長
島
一
向
一
揆
討
伐
に

次
い
で
討
伐
の
対
象
と
さ
れ
た
。

三
好
三
人
衆
・
石
山
本
願
寺
の

野
田
・
福
島
の
合
戦
に
雑
賀
衆

が
そ
の
鉄
砲
集
団
で
大
活
躍
し

て
以
来
、
い
つ
の
日
に
か
の
討

伐
が
予
定
さ
れ
た
。

　
天
正
五(

一
五
七
七)

年
の

春
に
織
田
信
長
勢
一
〇
万
が
雑

賀
に
攻
め
入
っ
て
惣
国
を
崩
壊

さ
せ
た
。
し
か
し
、
雑
賀
惣
国

五
組
を
分
裂
さ
せ
、
社
家
郷
・

中
郷
・
南
郷
、
根
来
・
雑
賀
衆

を
壊
滅
さ
せ
る
の
は
天
正
一
三

(

一
五
八
五)

年
三
月
の
秀
吉

勢
に
よ
る
太
田
城
の
水
攻
め
、

根
来
寺
・
粉
河
寺
焼
討
ち
、
高

野
山
降
伏
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

　
信
長
の
侵
攻
の
時
に
中
村
一

氏
は
梶
尾
吉
晴
と
共
に
力
戦
し

た
。
信
長
勢
の
紀
州
攻
め
が
中

途
半
端
と
な
っ
た
後
に
佐
野(

泉

日
本
を
外
か
ら
見
る

医
療
法
人
の
承
継
対
策
　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

織
田
氏
か
ら
豊
臣
氏
へ

売
上
を
伸
ば
す
方
法

第
1
作
業
部
会
の
主
な

結
論

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定
　 

量
　 

目
　 

標

Ⅱ
地
理
的
表
示
制
度
に

　
つ
い
て始
　
　
め
　
　
に

国

内

法

の

成

立

地
理
的
表
示
の
イ
メ
ー
ジ

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

　螺旋階段を登り詰めての展望台を背にして

久米田寺案内板

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き
　
め

じ
ゃ 

ま 

な
か

こ 

ぎ
ょ
う 

き

打
か

よ
り
し
ろ

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

～
大
河
ド
ラ
マ
『
南
海
道
の
晴
嵐
』
を
期
し
て
（
一
七
八
）

文
・
出 

水
　
康 

生

三
好
・
織
田
・
豊
臣
・
徳
川
時
代
に
生
き
る
横
田
内
膳
正
村
詮

阿
波
岩
倉
・
和
泉
岸
和
田
・
近
江
水
口
・
駿
河
駿
府
・
伯
耆
米
子
へ
の
変
転(

八)

Monthly Topics

閑谷学校の講堂(国宝)

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〟

中
村
一
氏
の
出
自

　　　 横田内膳正村詮の

｢了性院殿法顔宗栖大居士｣の位牌

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

岸
和
田
で
の
中
村
一
氏

好
天
の
閑
谷
学
校

風流傘を依代としての風流踊り

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

街角おどりの風流

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

青天の ｢たぬき山展望台｣ へ

ひ
な
せ
　
　
　
し
ず
た
に

雑賀五郷の所在
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ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

ト
ッ
プ
と
現
場
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

特

徴

※

Ｓ

　

　

Ｎ

　

　

Ｓ

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
量
と

国
内
の
賦
存
量

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

人
材
育
成
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

①
短
期
的
な
取
り
組
み

・
業
績
賞
与

・
成
果
配
分
制
度

・
年
俸
制

・
個
人
賃
金
変
動
費
化

②
中
長
期
的
な
取
り
組
み

・
人
材
育
成

・
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金

・
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

③
賃
金
以
外
の
取
り
組
み

・
人
材
ミ
ッ
ク
ス

・
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

㌧

長島愛生園の歴史館、万人の思いがこもる

無双連の風流踊り
蘇鉄の寺の妙国寺、樹齢1200年の蘇鉄

虫
明
迫
門
の
曙

普
平
山
妙
興
寺

佐
野
市)

に
要
害
を
構
え
て
織

田
信
張
・
杉
之
坊
を
定
番
と
し

た
時
に
中
村
一
氏
は
岸
和
田
で

紀
州
勢
を
抑
止
す
る
任
に
つ
く

こ
と
に
な
る
。

　
中
村
一
氏
が
信
長
の
命
令
に

よ
る
秀
吉
の
中
国
地
方
へ
の
再
々

の
出
陣
、
山
崎
の
合
戦
・
賤
ヶ

岳
合
戦
を
経
て
、
岸
和
田
城
主

と
な
っ
て
紀
州
勢
の
抑
止
、
撃

退
に
奮
戦
す
る
の
は
天
正
十
一

(

一
五
八
三)

年
二
月
か
ら
で

あ
る
。
秀
吉
が
和
泉
の
国
人
衆

を
大
坂
城
に
招
集
し
て
一
氏
の

岸
和
田
入
城
を
納
得
さ
せ
、
和

泉
の
寺
社
領
を
没
収
し
て
与
え

ら
れ
た
が
、
知
行
も
兵
力
も
十

分
で
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
地

域
の｢

指
出
検
地｣

を
行
っ
て

知
行
を｢

三
万
石｣

と
し
て
宛

行
い
、
三
〇
〇
〇
余
の
兵
力
に

地
侍
た
ち
を
一
氏
勢
に
加
え
て

五
〇
〇
〇
人
足
ら
ず
の
兵
力
編

成
を
行
っ
て
岸
和
田
城
主
中
村

一
氏
が
紀
州
一
揆
勢
三
万
余
と

対
戦
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

中
村
一
氏
の
岸
和
田
城
主
へ
の

「
出
世｣

と
そ
の
知
行
確
保
と

家
臣
団
編
成
の
過
程
が
横
田
村

詮
が
周
辺
の
三
好
氏
の
残
党
と

共
に
家
臣
と
し
て
採
用
さ
れ
る

こ
と
、
紀
州
勢
と
の
小
勢
で
の

対
戦
で
危
機
に
陥
っ
た
時
に
、｢

蛸

地
蔵
と
幾
千
の
蛸｣

に
よ
る
救

済
の｢

蛸
地
蔵
伝
説｣

が
生
ま

れ
る
こ
と
で
象
徴
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

　
紀
州
一
揆
勢
は
岸
和
田
城
に

対
し
て
五
〇
町
ほ
ど
の
距
離
に

中
村
・
沢
・
田
中
・
積
善
寺
・

千
石
堀
の
五
か
所
に
付
城
を
築

い
て
、
根
来
の
杉
坊
・
赤
井
坊
・

粉
河
の
御
池
坊
と
雑
賀
衆
が
中

心
と
な
り
、
一
氏
側
に
加
担
し

な
か
っ
た
地
侍
た
ち
を
加
え
て

天
正
十
一
年
十
一
月
、
天
正
十

二
年
一
月
に
襲
来
し
た
。
秀
吉

が
小
牧
・
長
久
手
に
出
陣
し
て

大
坂
を
留
守
に
し
た
三
月
に
、

徳
川
家
康
・
織
田
信
雄
の
呼
び

か
け
に
応
じ
た
長
宗
我
部
元
親

勢
が
根
来
・
雑
賀
衆
に
加
勢
し

　

て
大
坂
城
を
脅
か
す
目
的
で
総

勢
三
万
で
、
岸
和
田
城
に
籠
城

す
る
中
村
一
氏
勢
五
〇
〇
〇
を

包
囲
す
る｢

岸
和
田
合
戦｣

が
行

わ
れ
、
一
氏
勢
が
大
坂
よ
り
の

蜂
須
賀
正
勝
・
黒
田
官
兵
衛
の

救
援
を
得
て
戦
う
。
危
機
に
陥

り｢

蛸
地
蔵
尊｣

に
救
済
さ
れ
て

勝
利
し
、
天
性
寺
の
日
本
一
の

地
蔵
堂
と｢

蛸
地
蔵
尊
縁
起｣

が

生
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
村

一
氏
が
守
備
し
た
岸
和
田
か
ら

堺
の
地
域
が
三
好
氏
か
ら
織
田

氏
・
豊
臣
氏
へ
の
“
天
下
の
権
”

が
移
行
す
る
要
地
で
あ
り
、
小

牧
・
長
久
手
の
合
戦
で
の
秀
吉

と
家
康
の
争
覇
戦
の
時
に
は
土

佐
の
長
宗
我
部
勢
と
紀
伊
の
根

来
衆
・
雑
賀
衆
が
合
体
し
て
紀

伊
水
道
を
北
上
し
て
大
坂
を
攻

略
せ
ん
と
し
た
。
徳
川
家
康
と

長
宗
我
部
元
親
の｢

遠
交
近
政
策｣

が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
中
村
一
氏
が
岸
和
田
城
主
と

　

し
て
秀
吉
の
信
認
を
受
け
て
大

坂
の
防
禦
の
た
め
に
奮
戦
す
る
。

そ
の
時
に
一
氏
が
石
山
か
ら
鷺

森
、
貝
塚
に
移
動
し
た
顕
如
上

人
・
一
向
宗
勢
と
交
流
し
て
、

忙
中
閑
の
余
裕
の
時
を
持
つ
。

こ
の
こ
と
が
『
石
山
本
願
寺
寺

日
記
・
宇
野
主
水
日
記
』
に
収

録
さ
れ
る
。
顕
如
上
人
の
天
正

八
年
四
月
よ
り
十
一
年
六
月
ま

で
の
鷺
森
在
住
、
そ
し
て
七
月

四
日
に
貝
塚
に
移
住
し
て
か
ら

十
三
年
四
月
の
秀
吉
の
紀
州
平

定
ま
で
の
事
実
を
克
明
に
記
録

す
る
の
が
顕
如
の
祐
筆
で
あ
っ

た
宇
野
主
水
で
あ
る
。
こ
の
七

月
四
日
の
顕
如
の
貝
塚
へ
の
移

住
と
同
時
に｢

岸
和
田
中
村
孫

平
次
ヘ
モ
内
匠
登
リ
掛
ニ
御
案

内
ト
シ
テ
罷
越
シ
頼
廉
ヨ
リ
折

紙
遣
シ
候｣

と
記
録
さ
れ
る
。

七
月
十
六
日
に
は｢

岸
和
田
中

村
孫
平
次
御
礼
ニ
参
リ
御
門
主

(

顕
如
光
佐)

、
新
門
主(

光
寿)

、

興
門
主(

佐
超)

ニ
御
見
参
、

申
次
刑
部
卿
、
御
相
伴
主
水
、

　

刑
部
卿
御
両
人
、
二
献
夕
飯(

湯

漬)

ナ
リ
。
孫
平
次
与
力
河
毛

源
次
郎
、
依
藤
次
郎
左
衛
門
両

人
御
ト
ヲ
リ
ヘ
召
シ
テ
御
盃
下

サ
ル
。
孫
平
次
ヨ
リ
御
三
所
ヘ
、

銘
々
一
腰
・
馬
代
御
進
上
、
御

門
主
ヘ
ハ
一
腰
・
馬
代
共
ニ
シ

種
大
樽
三
荷
。
此
方
心
分
ハ
御

座
敷
ニ
於
テ
御
門
主
様
ヨ
リ
太

刀
・
銀
十
枚
、
新
門
様
ヨ
リ
越

後
十
端
、
コ
レ
ハ
翌
日
城
ヘ
送

ラ
ル
ル
也｣

と
さ
れ
る
。
こ
れ

以
降
も
岸
和
田
城
の
中
村
一
氏

は
貝
塚
御
坊
の
顕
如
上
人
ら
と

再
々
に
交
流
す
る
。
一
氏
が
紀

州
勢
三
万
余
の
襲
来
に
応
戦
す

る
時
期
の
十
一
年
十
一
月
に
は

｢

岸
和
田
中
村
孫
平
次
へ
歳
暮

小
袖
ニ
綿
五
十
把
、
河
毛
、
佐

藤
ヘ
綿
十
把
ヅ
ツ｣

、
天
正
十

二
年
正
月
十
六
日
に｢

中
村
孫

平
次
年
頭
礼
参
、
御
門
跡
様
御

対
面
、
御
太
刀
一
腰
、
馬
一
疋
、

刑
部
卿
申
次
、
主
水
御
相
伴
、

御
肴
三
献
ニ
テ
御
酒
参
ル
。
上

様
ヘ
御
祝
儀
ト
シ
テ
進
物
コ
レ

有
ル
御
時
新
門
様
へ
参
ラ
レ
一

腰
・
一
疋
、
興
門
様
ヘ
モ
同
断
、

河
毛
、
依
藤
百
疋
ヅ
ツ
進
上
、

御
礼
ヲ
申
ス
也
、
御
門
跡
ニ
テ

ハ
御
肴
二
献
ナ
リ｣

と
の
よ
う

に
記
録
さ
れ
る
。
中
村
一
氏
が

紀
州
勢
三
万
と
五
千
そ
こ
そ
こ

の
兵
力
で
対
戦
し
て
い
た
時
期

に
も
こ
の
よ
う
な
忙
中
閑
の
時

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
ば

『
三
好
記
』
の
内
膳
正
の
記
録

今
に
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
認
識

・
・

・

河岸段丘の城地から岩倉城本丸跡

岩倉城本丸跡から上桜城方面を眺む

長宗我部勢と三好勢との間で謀略、
争奪戦が展開された重清城跡

い
く
さ

く
み

か
り

む
し
あ
け 

せ  

と 勝
瑞
か
ら
徳
島
へ

天野忠幸さんの増補版と戦国遺文

紀伊北部の畠山氏の山城跡を眺む

有田川町の山上から河内・和泉の間の山脈を眺む

貝
塚
御
坊
と
中
村
一
氏

野田･福島の合戦の時に三好康長ら一族が

野田藤歌を詠んだ野田藤神社の現在

だ

し

竹
久
夢
二
の
生
家

｢地蔵尊縁起｣の石碑

新良田教室の閉校時に建てられた碑

希望の碑の裏面

む
し
あ
け 

せ  

と

〝

〟

日本一の地蔵堂

蛸地蔵尊縁起の石碑

岸
和
田
合
戦

岸和田合戦を見た久米田寺多宝塔

久米田寺大師堂


